
平成２７年度 ふくしまから はじめよう。学力向上のための 

「つなぐ教育」推進事業の推進地域の取組 
拠点校名 須賀川市立長沼中学校 

推進協力校名 須賀川市立長沼小学校  須賀川市立長沼東小学校 

 

 

 

 

 

 

 

１ 長沼中学校区小中一貫教育 

         グランドデザインの作成 

  ９年間を見通した系統的な育成指針を長沼中学 

校区の小・中学校、保護者、地域で共有するため 

小中一貫（つなぐ）教育グランドデザインを作成 

した。目指す児童生徒像を「かけがえのない命と 

故郷を大切にし、自分の夢の実現に向かって努力 

し続ける児童生徒」と設定し、児童生徒のよさを 

引き出し、一人一人の夢や希望の実現を目指す教 

育活動を展開することとした。 

 

２ 小中一貫（つなぐ）教育推進部による 

         グランドデザインの具現化 

  グランドデザインの具現化を図るため、小中一 

貫教育（つなぐ教育）推進部を組織し、小・中の 

教職員が協働して実践に取り組んだ。 

 現職教育部 【確かな学力の定着】 

（１）「学習の手引き」の作成 

  ・ 小・中９年間の学習が見通せるように各学年の学習内容や家庭学習のポイントを提示した

「学習の手引き」を作成し、全児童生徒に配付した。保護者には保護者会等で説明し、家庭

と連携して学力の向上が図られるようにした。 

（２）「小中連携授業研究会」の実施 

  ・ 全国学力・学習状況調査や市総合学力調査の結果

をもとに課題をとらえ、授業改善に向けた実践に取

り組んだ。表現力の育成を共通課題ととらえ、授業

の中に児童生徒同士の「学び合い」を位置付けた。 

  ・ 「つなぐ教育」公開授業研究会では、中学校数学

科担当教師がＴ２として指導に入り、小学校６年生

が発展的な問題に取り組む算数の授業を提案した。 

 生徒指導部 【自律・自制の心や道徳的実践力の育成】 

（１）「ノーメディアデー」の推進           〈小学校教師と中学校教師によるＴ・Ｔの指導〉 

  ・ 中学校の定期テストの期間に合わせ、小学校でもノーメディアデーを実施した。昨年度ま

では小・中学校それぞれに実施していたが、同じ時期に実施することで効果が上がった。 

（２）「小中一貫教育テーマ（生活の決まり）」の作成 

  ・ 児童生徒の発達段階に応じた「あいさつ」「言葉づかい」「清掃」「時間」等の具体的な指

導事項を決め、小・中の教職員が共通理解を図った指導ができるようにした。 

 保健安全部 【健康・体力の維持向上】 

 ○ 中学校教師による体育の授業実践 

  ・ 長沼小、長沼東小の６年生児童に中学校保健体育科担当教師による陸上競技の授業を実施

した。地区小学校陸上競技大会に向けて陸上競技の練習に取り組んできた６年生にとって、

中学校の体育科担当教師による専門的な指導は意欲を高めるのに効果的であった。 

命輝き地域とともに、夢を育む学校を目指して 
～「小中一貫教育」須賀川モデルの推進～ 

取組の内容 



 地域連携部 【キャリア教育・地域連携の推進】 

（１）地域行事参加の推進 

  ・ 毎年９月の第２土曜日に行われる「長沼ま

つり」に、中学校では「ねぷた山車」の製作

や「よさこい」の披露、小学校では「金魚ね

ぶた」の製作を通して参加している。その際、

地域人材をゲストティーチャーとしてねぷた

の製作やよさこいの指導をお願いするなど学

校と地域が一体となった取り組みを行ってい

る。 

（２）キャリア教育の推進 

  ・ 小学校、中学校のキャリア教育や地域素材

を生かした学習の関連や系統を整理し、「９年

間を見通したキャリア教育・地域学習系統表」

を作成した。子どもたちがこれまでにどのよ

うな学習を行い、今後どのような学習に取り

組んでいくのかを系統的にとらえ、充実した

指導ができるようにした。 

（３）テレビ会議システムの活用 

  ・ 長沼小と長沼東小の合同見学学習を実施す

る際、自己紹介や見学の約束等の事前指導を

テレビ会議システムを使用して行った。 

（４）小学校６年生の中学校文化祭への招待 

  ・ １０月に行われた中学校の文化祭に小学校６年生を招待した。学習発表、合唱コンクール、

学習の掲示物等を見学することで中学校入学後、自分たちが経験する学習や行事に見通しが

持て、中学校生活への不安を解消することが期待できる。 

（５）教育調査による実態の把握 

  ・ 小中で共通のアンケートを実施し、生活や学習に対する意識を調査した。調査結果からと

らえた課題を共有するとともに、学校だより等で家庭にも伝えた。 

 

３ その他の取り組み ～小小をつなぐ～ 

 ○ 合同宿泊学習・合同見学学習 

  ・ 長沼小、長沼東小の４・５年生が合同で宿泊学習を、５年生が合同でいわき市の自動車工

場見学を、６年生が合同で「まほろん」で体験学習を実施した。同じ長沼中へ進学すること

を見据え、２つの小学校が早い時期から段階的に交流を深める活動を位置付けた。 

 

 

 

○ 小・中の教職員が各推進部に所属し、話し合うことによって、それぞれの学校の課題を共有す

ることができた。また、それらの課題を踏まえて小中一貫（つなぐ）教育グランドデザインを作

成したことにより、９年間の見通しを持った指導を意識できるようになった。 

○ それぞれの学校の教育活動や小小連携で行ってきたこと、さらには地域の行事にどのように関

わってきたかなどを小・中の教職員が知り、そのよさを理解することで、小・中のつながりの大

切さを児童生徒や保護者に発信できるようになり、学校と地域が一体となって子どもたちを育て

る意識がより強くなった。 

○ 小学校６年生への交流授業や乗り入れ授業、中学校行事の見学、小小連携の取組によって中学

校入学後の不安が解消され、安心感や期待感を高めることができた。 

● どの学校も小規模校のため少ない教職員で複数の校務分掌を兼務しており、推進部会の所属も

兼務しなければならない状況である。今後、一貫教育を進めるうえで教職員の負担をどのように

軽減していくかが大きな課題である。 

● 中学校を中心に小学校は東西にどちらも３ｋｍ離れていること、小学校は４５分授業、中学校

は５０分授業であることから、交流授業の実施や会議の開催が難しい。今後、この距離と時間を

どう埋めていくか、テレビ会議システムをどこまで活用できるかが課題である。 

成果と課題 



 

 

 

 

 

 



 


